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算数Ａ２ 乗法の意味

出題の趣旨

図に示された数量の関係を読み取り，比較量を求めるために乗法が用いられることを理解

しているかどうかをみる。

設問(1)

趣旨

割合が１より大きい場合，比較量の求め方が（基準量)×(割合）になることを理解してい

るかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第５学年〕 Ａ 数と計算

(3) 小数の乗法及び除法の意味についての理解を深め，それらを用いることができるよ

うにする。

ア 乗数や除数が整数である場合の計算の考え方を基にして，乗数や除数が小数で

ある場合の乗法及び除法の意味について理解すること。
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解答類型と反応率

反応率
問題番号 解 答 類 型 正答

（％）

２ (1) １ １ と解答しているもの（80＋0.2） 17.0

２ ２ と解答しているもの（80－0.2） 2.1

３ ３ と解答しているもの（80×1.2） 72.1 ◎

４ ４ と解答しているもの（80÷1.2） 8.5

９ 上記以外の解答 0.1

０ 無解答 0.3

分析結果と課題

○ 本設問の正答率は，72.1％である。

○ 誤答については，「80＋0.2」の式である「１」を選択している解答類型１の反応率が17.0％

である。示された図にある1.2（倍）を，80cmを基準量としたときの割合として捉えるので

はなく，基準量より0.2増加しているものと捉えていると考えられる。

○ 「４年間のまとめ【小学校編】」において，「乗法や除法の意味を理解すること」に課題が

あると報告している。本設問は，この課題に基づいて，図に示された数量の関係を読み取り，

比較量を「(基準量)×(割合)」で的確に求めることができるかどうかをみるために出題して

いる。

「80÷1.2」の除法の式である「４」を選択している解答類型４の反応率が8.5％であった

ことから，基準量より比較量の方が大きい場合では，除法との混同は少ないと考えられる。

一方，「80＋0.2」の式である「１」を選択している解答類型１の反応率が17.0％であった

ことから，加法と乗法とを混同して捉える児童の割合が多いと考えられる。

学習指導に当たって

小数倍の意味について，整数倍の計算の意味や計算の仕方を基にして，理解を深めることがで

きるようにする

○ 第２学年において，整数の乗法については「一つ分の大きさが決まっているときに，その

幾つ分かを求める」，「何倍かに当たる大きさを求める」などの場合に用いることを学習する。

そこで，この考え方を基にした場合，数量関係を表している文脈が同じときには，何倍かに

当たる数が小数の場合も同じように考え，小数倍についての理解を深めることが大切である。

指導に当たっては，例えば，本設問を用いて，80cmの２倍は80×２と表すことができるこ

とから，80cmの1.2倍の場合も80×1.2と表すことができる。これを図を基にしながら，説明

することが考えられる。
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設問(2)

趣旨

割合が１より小さい場合でも，比較量の求め方が（基準量)×(割合）になることを理解し

ているかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第５学年〕 Ａ 数と計算

(3) 小数の乗法及び除法の意味についての理解を深め，それらを用いることができるよ

うにする。

ア 乗数や除数が整数である場合の計算の考え方を基にして，乗数や除数が小数で

ある場合の乗法及び除法の意味について理解すること。

解答類型と反応率

反応率
問題番号 解 答 類 型 正答

（％）

２ (2) １ １ と解答しているもの（80＋0.6） 1.5

２ ２ と解答しているもの（80－0.6） 15.6

３ ３ と解答しているもの（80×0.4） 54.3 ◎

４ ４ と解答しているもの（80÷0.4） 28.1

９ 上記以外の解答 0.1

０ 無解答 0.4

分析結果と課題

○ 本設問の正答率は，54.3％である。割合が１より小さい場合でも，比較量の求め方が

（基準量)×(割合）になることの理解に課題がある。

○ 誤答については，「80÷0.4」の式である「４」を選択している解答類型４の反応率が28.1％

である。図を見て基準量より比較量の方が小さいことから，除法の計算になると判断し，「４」

の式を選択したと考えられる。

○ Ａ２(1)と本設問Ａ２(2)のクロス集計から次のことが考えられる。

・ Ａ２(1)で正答，Ａ２(2)で除法の式である「４」を選択している児童は21.3％である。

基準量より比較量の方が大きい場合は乗法，小さい場合は除法と捉えて選択していると考

えられる。

・ Ａ２(1)で加法の式である「１」を，Ａ２(2)で減法の式である「２」をともに選択して

いる児童は，全体の11.0％である。これは，Ａ２(1)で加法の式である「１」を選択して

いる児童の64.6％に当たる。割合を表す数値を量を表す数値と混同して捉え，基準量より

比較量が増加している場合は加法，減少している場合は減法の計算になると判断している

と考えられる。
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Ａ２(1)とＡ２(2)のクロス集計表 （％）

Ａ２(2)

正答 誤答 無解答

類型３ 類型１ 類型２ 類型４
類型９ 類型０

合計

80×0.4 80＋0.6 80－0.6 80÷0.4

正答
類型３

46.7 0.7 3.4 21.3 0.0 0.0 72.1
80×1.2

21.3

類型１
2.5 0.3 11.0 3.2 0.0 0.0 17.0

80＋0.2
11.0

類型２
0.7 0.3 0.3 0.9 0.0 0.0 2.1

誤答
80－0.2

Ａ２ 類型４
4.4 0.3 1.0 2.8 0.0 0.0 8.5

(1) 80÷1.2

類型９ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.1

無解答 類型０ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.3

合計 54.3 1.5 15.6 28.1 0.1 0.4 100.0

○ 「４年間のまとめ【小学校編】」において，「乗法や除法の意味を理解すること」に課題が

あると報告している。本設問は，この課題に基づいて，図に示された数量の関係を読み取り，

比較量を「(基準量)×(割合)」で的確に求めることができるかどうかをみるために出題して

いる。

本設問の結果と，同様の趣旨で出題した平成24年度調査Ａ３(2)の結果とを比較すると，

下のようになる。平成24年度調査では除法の場面について，一方，本設問では乗法の場面に

ついて調査しているが，正答率は13.0ポイント上昇しているものの，引き続き課題がある。

また，典型的な誤答を見ると，逆の演算になると判断している児童の割合は20.5ポイント減

少したものの，減法の場面と混同している児童は15.6％いるため，今後も引き続き指導の改

善・充実が求められる。

（参考）

※平成24・26年度調査問題

問題番号 問題の概要 正答率 典型的な誤答 反応率

120㎝の赤いテープの長さが白い
Ｈ24

テープの長さの0.6倍に当たるとき， 41.3％ 120×0.6 と解答しているもの 48.6％
Ａ３(2)

白いテープの長さを求める式を書く

示された図を基に，青いテープの長
80÷0.4 の式を選択しているもの 28.1％

Ｈ26 さが白いテープの長さ(80㎝)の0.4
54.3％

Ａ２(2) 倍に当たるときの青いテープの長さ
80－0.6 の式を選択しているもの 15.6％

を求める式を選ぶ
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（参考）

※平成19・20・22・24年度調査問題

問題番号 問題の概要 正答率

Ｈ19 Ａ４ 210×0.6 の式で答えが求められる問題を選ぶ 54.3％

Ｈ20 Ａ４(1) 12ｍのテープの長さは３ｍのテープの長さの何倍かを求める式と答えを書く 83.1％

Ｈ20 Ａ４(2) ６ｍのテープの長さは12ｍのテープの長さの何倍かを求める式と答えを書く 55.7％

Ｈ22 Ａ２(1) ８ｍの重さが４kgの棒の１ｍの重さを求める式と答えを書く 54.1％

Ｈ24 Ａ３(1)
120cmの赤いテープの長さが白いテープの長さの0.6倍に当たるとき，二つ

34.3％
のテープの長さの関係を表している図を選ぶ

Ｈ24 Ａ３(2)
120cmの赤いテープの長さが白いテープの長さの0.6倍に当たるとき，白い

41.3％
テープの長さを求める式を書く

学習指導に当たって

基準量と比較量の関係を的確に捉え，それに基づいて演算の決定が確実にできるようにする

○ 計算の指導に当たっては，計算の意味について理解すること，計算の仕方を考えること，

計算に習熟し活用できるようにすることの三者をしっかり指導することが大切である。特に

「計算の意味について理解すること」は，これまでの調査結果からも課題が報告されており，

系統的に指導することが求められる。

指導に当たっては，例えば，本設問を用いて，まず，下の図のように基準量と比較量の関

係を観察し，的確に捉えることが考えられる。

次に，基準量と比較量の関係に基づいて，青いテープの長さを求める式が「80×0.4」に

なるのか，「80－0.6」になるのか，それとも「80÷0.4」になるのかを判断することが考え

られる。このとき，整数倍の学習を想起し，下の図のように，数量関係を表している文脈が

同じ時は，整数の場合で成り立つ式の形は小数の場合もそのまま活用できることを理解でき

るようにすることが大切である。

（参照）

「平成24年度【小学校】報告書」 p.186～p.190

０ １0.4 (倍)

白いテープ

青いテープ

80cm ・青いテープは白いテープより短い。

・白いテープの長さを１とすると，青いテープ

は0.4に当たる長さになる。

・青いテープは0.4に当たる長さなので，

白いテープの半分の長さ（40㎝）より短い。

０

０

もとにする量 割合 比べる量

× ＝

× ＝

１

1609632

80 × ２80 × 1.280 × 0.4

0.4 1.2 ２

80 （cm）

（倍）
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